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 はじめまして。令和 8年 4月 1日付けで大八木保政前教授の後任として愛媛大学に赴任いたしました、 

山﨑亮と申します。 

愛媛大学医学部附属病院は愛媛県難病医療拠点病院として愛媛県難病医療連携の中核施設となっていま

す。また、神経分野拠点病院として NHO愛媛医療センター、中予圏以外の二次医療圏ごとに 5 つの地域拠

点病院、さらに各地域の協力病院を指定して、医療や介護の連携体制を構築しています。 

指定難病は令和 8年 4月時点で 348 疾患に及び、今後も増加することが予想されており、療養支援のニー

ズは飛躍的に高まっております。 

前職地の九州大学では 2016 年から 2021 年まで難病相談支援センターの副センター長を務めておりました。 

毎週のセンター会議で様々なケースにセンターのスタッフが創意工夫をこらしながら必死で対応する姿を目の当た

りにし、まだまだ問題が山積していると痛感しておりました。愛媛に赴任してまだ数ヶ月ではありますが、難病患者さ

んを取り巻く状況は依然として厳しく、難病に携わる医師として患者さんの診断・治療だけでなく療養環境やネット

ワークの整備が急務であると認識しております。地域の拠点病院だけでなく、開業医の先生方や訪問診療に携わ

るスタッフとも積極的にコミュニケーションを取らせていただき、現場の声を聞きながら患者さんとご家族のためにスム

ーズな連携をとれるよう尽力して参ります。皆様方のご支援・ご協力を何卒よろしくお願い申し上げます。 

 

 愛媛県難病相談支援センターのご案内 
   

【相談方法】    電話または面談 

  【対 象 者】    愛媛県内にお住いの患者、家族（愛媛県の委託事業） 

  【開 設 日】    月・水曜日 9：00～12：00 13：00～15：00 

              金曜日   9：00～12：00 

  【電 話 番 号】   089－960－5013（面談の場合はできるだけご予約ください） 

  【場 所】       愛媛大学医学部附属病院内  （東出入口近く 案内表示番号㊴） 

               ・ご相談は無料です ・秘密は厳守します  

・ご相談の内容によっては、他の相談窓口をご案内することがあります 

    日常生活の心配事、お悩みについてご相談をお受けいたします 

愛媛県難病相談支援センター 

センターだより No.7 
 

 

 

 

愛媛大学大学院医学系研究科脳神経内科・老年医学 教授 

愛媛県難病医療連絡協議会 会長 

山﨑 亮 
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令和 7 年度 業績報告 

相談方法（件） 相談者（件） 

電話 174 本人 146 

面談 65 家族 52 

その他 1 その他 42 

相談内容                    疾患別相談件数  
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交流会のご案内 

二次元コード 場所  愛媛大学医学部附属病院敷地内 

日時  令和 8年 11月 6日（金）  

13:30～15:30（13:00～受付） 

対象  IBD と診断された患者及びその家族（先着順 50名） 

申し込み方法 二次元コードにて申し込み 

申し込み締め切り 10 月 30 日（金） 

IBD（潰瘍性大腸炎・クローン病）患者・家族交流会 

お申し込みフォーム ご案内ちらし 

より良い愛媛県難病相談支援センターを目指して、皆さまの声をお聞かせください。 

いただいたご意見は、今後の相談支援の充実に活用します。3分程度の簡単なアンケートです。 

回答期限：令和８年 12 月 31 日（木） こちらの二次元コードからご回答をお願いします。⇒ 

  皆さまの声をお聞かせください   
 

 


